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■
赤
十
字
と
は

　

災
害
の
多
い
日
本
で
は
、「
赤
十
字
」

と
い
う
言
葉
を
耳
に
す
る
機
会
は
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。こ
の「
赤
十
字
」と
は
、

第
一
回
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
者
で
あ

る
ア
ン
リ
ー
・
デ
ュ
ナ
ン
が
提
唱
し
た

「
人
の
命
を
尊
重
し
、
苦
し
み
の
中
に

い
る
者
は
、敵
味
方
の
区
別
な
く
救
う
」

こ
と
を
目
的
と
し
、
世
界
１
９
１
カ
国

と
地
域
に
広
が
る
赤
十
字
社
・
赤
新
月

社
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
て
活
動

す
る
組
織
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
は
そ
の
う
ち
の
一
社

で
あ
り
、
西
南
戦
争
に
お
け
る
負
傷
者

救
護
活
動
を
行
っ
て
以
来
、
国
内
外
に

お
け
る
災
害
救
護
を
は
じ
め
、
苦
し
む

人
を
救
う
た
め
に
幅
広
い
分
野
で
活
動

し
て
い
ま
す
。

■
広
報
と
資
金
的
支
援
を

行
う
団
体「
有
功
会
」

　

日
本
赤
十
字
社
の
活
動
は
、
赤
十
字

精
神
や
人
道
的
な
諸
事
業
を
理
解
し
、

毎
年
一
定
の
資
金
を
提
供
す
る
会
員
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
活
動
に
対
し
て
、
多
額

の
資
金
を
提
供
す
る
方
々
で
組
織
さ
れ

た
支
援
団
体
が「
有
功
会
」で
す
。

■
京
都
府
で
の
活
動

　

日
本
赤
十
字
社
京
都
府
支
部
有
功
会

は
全
国
で
４
番
目
に
結
成
さ
れ
、
広
報

や
資
金
的
支
援
の
ほ
か
、
小
児
病
棟
入

院
児
童
へ
の
激
励
、
看
護
学
生
に
対
す

る
修
学
奨
励
事
業
、
会
員
相
互
の
親
睦

と
赤
十
字
の
精
神
を
深
め
る
セ
ミ
ナ
ー

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
府
内
に
は
６
つ
の
地
区
支

会（
亀
岡
市
、
南
丹
市
、
綾
部
市
、
京

丹
後
市
、木
津
川
市
、船
井
郡
）が
あ
り
、

南
丹
市
地
区
支
会
は
平
成
18
年
に
結
成

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
、
災
害
時

の
救
護
班
派
遣
や
活
動
な
ど
に
対
す
る

義
援
金
に
よ
る
支
援
も
積
極
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。

日
本
赤
十
字
社「
有ゆ
う
功こ
う
会か
い
」を
ご
存
知
で
す
か
？
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今
後
も
支
援
活
動
を　
　
　

　
　
　
　
　

続
け
る
た
め
に

　

南
丹
市
地
区
支
会
で
は
、
結

成
当
初
１
１
８
人
で
あ
っ
た
会

員
数
が
、
高
齢
化
に
伴
っ
て
毎

年
少
し
ず
つ
減
少
し
、
現
在
で

は
80
人（
平
成
31
年
２
月
末
）に

ま
で
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

　

高
齢
化
の
加
速
が
見
込
ま
れ

る
中
、
会
員
数
の
減
少
は
活
動

の
縮
小
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
命
を
、

苦
し
ん
で
い
る
人
を
救
う
た
め

に
は
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
必

要
で
す
。

　

今
後
、
さ
ら
な
る
活
動
の
充

実
に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、

関
心
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
、
左

記
窓
口
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。


